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第 76号 地域開発みちの会   

みちの会だより  
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会長 山中和子 

2014 年が始まりました。皆さんは、どのようなお正月を過ごされ

たでしょうか。長期休暇を利用して旅行をされた方や、ご家族とのん

びり過ごされた方もいらっしゃるかと思います。私はと言えば、お雑

煮をほおばりながら、1月 26日(日)に予定しているフォーラムに胸を

膨らませていました。 

本年度の「知多・名古屋女性フォーラム」は、JA あいち知多様の

ご厚意で、総合本部ビルの７階大会議室をお借りして開催します。伊 

勢湾を一望できる眺めの素晴らしい会場です。どうぞ皆さんもフォーラ

ムの合間に、その眺めをご堪能ください。 

そして、知多を中心に活躍されているイネ・セイミさんのインディアンフルート演奏で始まる内容

は、活動報告と DVD上映、吉本愛知県副知事を囲んでの座談会と盛りだくさんです。座談会の進行役は、

常滑在住の中日新聞論説委員の飯尾歩さんが引き受けてくださいました。この座談会では、男女の働き

方に焦点を当て、意見交換をしていただく予定です。就任当初から女性の活躍促進に意欲的に取り組ん

でおられる吉本副知事の生の声を聞けるチャンスです。また、会員の大嵜さんと岡本さんも、それぞれ

の立場から本音を語ってくださいます。 

フォーラムは、会員の学習であると同時に、広く社会へ男女共同参画社会推進の働き掛けをする機会

でもあります。是非より多くの人をお誘いいただき、皆でそれぞれの働き方や生き方を考えましょう。

そして、このフォーラムを、女性も男性もより個性を活かせる未来を築くステップにしていきましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新年 あけましておめでとうございます 

 
オーシャンビューのフォーラム

会場 JA あいち知多総合本部ビル 

第２６回知多・名古屋女性フォーラム 

未来へ活かす男女共同参画―本音で語ろう！明日に向かって― 

日時  １月２６日(日)13：30～15：30 
会場  JA あいち知多総合本部ビル７階大会議室 
 

○ 地域開発みちの会活動報告 

○ 座談会           吉本明子 愛知県副知事 

                大嵜暁美 愛知県男女共同参画審議会公募委員 

                岡本一美 NPO 法人地域福祉サポートちた代表理事 

          進行役：  飯尾 歩 中日新聞論説委員 

http://www.aichi.michinokai.cc/
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「未来へ活かす男女共同参画～女性の力で地域づく

り～」をテーマに、昨年 10 月 24 日に、常滑市鬼崎公

民館で議員と語る会を開催した。 

 参加者は 68 名（議員 27 名、行政職員 4名、会員 37

名）。今回は、知多半島内で活躍する３人の女性の実

践を聞いたのち、９つのグループに分かれ「女性の力

を活用したまちづくり」について意見交換を行った。 

３人の女性の体験や取り組みは、下記のように身近なカフェやショップ、コミュニティの取り

組みで、話し合いも活発なものとなった。                    加藤美幸 

【感想】 

議員Ａ．①女性の意識改革 ②男性は女性に対する理解が必要だと思う。毎回深い議論ができ感

激している。具体的な行動につながるように努力する。 

議員Ｂ．3人の方のお話を聞いて、男性も女性も子育て中も老後も地域と深く関わることで、自分

らしい生き方ができ、充実した人生になると感じた。 

会員Ａ．3人の個性的な事例発表は興味深かった。(会員である)石井さんの活躍、とても嬉しい。

グループ討論も親しく話しあえた。「自立」と「コミュニケーション」「連携」がこれか

ら必要ということ。 

会員Ｂ．新しい形での事例発表とグループワーク、いい試みだっ 

たと思う。話し合いは皆さんが積極的に発言してくださり、 

ありがたかった。ファシリテーターとしてのスキルアップ 

を図りたい。 

発表者Ａ．議員さんと身近なお話ができるこのような場所を作ること 

は大切と思う。回を重ねることが大切だと思う。 

 

議員と語る会 

 

 

石井久子さん 

南粕谷コミュニティ会長

（知多市・地域づくり） 

・次世代にも続いて活動をし

てもらうためには、リーダーを

はじめスタッフの明るい笑顔

や、楽しく感じてもらえるような

雰囲気づくりも必要。 

 

石川あい子さん 

ファーマーズマーケット･

ブリオ(有)店長 

（半田市・６次産業） 

・女性は管理職など責任のあ

る仕事を任せられたら、積極

的にやり遂げてみること。言

い訳をしてチャンスを逃が

すようなことはしない。 

 

 

  

伊藤悦子さん 

常滑屋店主 

（常滑市・まちおこし） 

・社会の空気を変えるには

時間がかかるが、「仕掛け」

を作って取り組んでいくべ

き。楽しみながらできるとこ

ろから始めるとよい。 

演台を飾った武豊町幹事鈴木

さんのアレンジフラワー 
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11 月 5 日(火)、晴天の中バスで

新城市にある本田プラス（株）へ

向かいました。 

 同社はプラスティック形成の会

社で様々な容器をデザイン、製造

しています。はじめに本田孝允社

長からの挨拶。初めてデザイン部

門を作り女性デザイナーを採用。

これにより会社の方向性がかな

り変わってきたということ。「下請け」意識だった会社を、「商

品を提案していく」という姿勢に変えていったこと。また工場

長に女性を抜擢し有能な女性を活用。お話を聞いていても私た

ちがわくわくするような会社でした。こんな会社が愛知の新城

にあるのは、とても頼もしく思えました。    都筑恵美子 

  

 

視察研修会 

「ドキュメンタリーから学ぶ男女共同参画」に参加して 

ウィルあいちフェスタ２０１３：11 月 9日（土）ウィルあいち  

       DVD 上映「私は男女平等を憲法に書いた」参加者 54 名 

 

昨年のセミナーに参加するまで、私は、男女共同参画もベアテ

さんも知りませんでした。ベアテさんだからこそ出来た事であり学

ぶことも多く、彼女の功績に感謝致します。 

私が想う男女共同参画…男だから女だからでもなく、人間とし

て平等。役割分担が出来、助け合えている感覚を持ち、お互いを尊

重信頼出来る。相手を尊重するということは、何かあった時にも相

談が出来、相手の意見が聴け、自分の意見も言える。 

自分の行動は自分の意思で決定し、自分の責任におい

て行動する。固定観念を持たず、比較せず、愚痴を言わ

ず、誰か何かのせいにしない。今の自分の判断で自分の

為に人の為に迷わず、引かず、舞い上がらず、出来る事

を前向きに頑張る。結果を受け止め、諦めず成長の糧に

し、心と言葉と行動の一致をさせる。人として信頼され

ることが男女平等になる事と私は信じます。そんな私で

いるのが目標です。           水野ゆうこ 

女性デザイナー兼営業部長

が活躍する本田プラス(株) 

ショールームで、女性デザイナー

の手による美しい商品を見学 

本田プラスの女性起用方針 

 
司会を務める名古屋

幹事野端さん 

 

会員とともにＤＶＤを視聴す

る参加者のみなさん 
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「楽しもう♡ひろげよう♡子とともに」Ｂブロック学習会 

 12 月 8 日（日）河和港観光総合センターで開催したＢブ

ロック学習会には、73 名（子ども 32 名、大人 41 名）が参

加。第１部では、親子で楽しむことを目的に、ポリ袋を使っ

た非常食作り・幼児救急法・男女共同参画を意識した絵本の

読み聞かせ・リース作りを体験していただきました。子ども

たちが元気にはしゃぐ姿に思わず顔がほころびました。 

第２部は、会員である櫻井雅美さんのワークショップ。子

育て世代の悩みや願いについて話し合い、他市町の実情を聞くことや要望があったら行政に向けて声を

出すことの大切さを学びました。 

 若い世代の親子を対象とした学習会を初めて開催し、男女共同参画や「地域開発みちの会」について

発信することができ、関心を持っていただくことができました。            大岩登之代 

 

 

イベント名 日程 時間 会場 

南知多町女性の会 

女性のつどい 

1 月 23 日（木） 13：30～ 南知多町総合体育館サブアリーナ 

講演「10 年後に向けて南知多っ子を育てる 頭脳明晰・温柔敦厚の源は食卓

から」江口澄子(名古屋栄養専門学校・鈴鹿医療科学大学) 

常滑市 

あなたの防災意識は誰

目線？女性を守る減災 

2 月 1 日(土) 13：30～16：30 常滑市福祉会館ＥＦ会議室 

第 1部 講演「被災地の事例から学ぶ 視点の違い」 ⇒申込・問合せ：権田 

第 2部 災害想像ゲームＤＩＧ  竹内より子(知多市会員)定員 60 人 

男女共同参画 

サテライトセミナー 

2 月 8 日（土） 14：00～ 南知多町総合体育館第 2・3会議室 

講演「男女共同参画の中のサクセスフルエイジング」伊東まり子(同朋大学社

会福祉学部教授) 定員 100 人 〆切 1/31 ⇒問合せ：大岩 

半田女性活動連絡協議

会「女と男(ひととひ

と)のつどい」 

2 月 8 日(土) 13：00～15：30 半田市雁宿ホール 

映画「ちょんまげぷりん」 前売り 500 円・当日 600 円 

ロビー展示 浜岡原子力発電所見学、家庭生活における男女共同参画 

あぐい女性の会 

男女共同参画講演会 

2 月 23 日(日)  10：00～12：00 阿久比町中央公民館 301 号室 

「成長していく子どもとの向き合い方～今、あなた(父親)の出番です」 

石田ユミ(臨床心理士・フェミニストカウンセラー) 

 

 

医療・介護など社会保障改革の道程を示したプログラム法が先月初めに参院本会議で

成立した。団塊世代が 75 歳以上になる 2025 年に照準を合わせ、150 兆円に膨張する給

付をできるだけ抑える方針と聞くが、個別分野の法改正が進まない。消費増税が迫る中、

どんな暮らしを願うのか、どこまでを自力で行い、どこからを公財政に頼るのか。いの

ちに直結した感性を持つ女性のチカラが今ほど試されるときはない。 

編集委員 加藤美幸 岡本一美 

ご意見ご希望をメールにてお寄せください 

h_ktmk@yahoo.co.jp   spchita@ams.odn.ne.jp 

情報交差点 

編集後記  
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